
背くらべ

海野厚　中山晋平

一　柱の傷は　おととしの
五月五日の　背比べ

ちまき食べたべ　兄さんが
計ってくれた　背の丈
昨日比べりゃ　何のこと
やっと羽織の　紐のたけ

二　柱にもたれりゃ　すぐ見える
遠いお山も　背比べ
雲の上まで　顔出して

てんでに背伸び　していても
雪の帽子を　脱いでさえ
一はやっぱり　富士の山


